




		




	


	だれでも本当に安く買えるWindows11を詳しく紹介
　Microsoft Windows11は、6年ぶりにMicrosoft社が2021年10月5日にリリースしたオペレーションシステム(OS)です。スタートボタンが画面の中央に配置されて、今までのWindowsユーザは斬新さを感じるはずです。
　目玉となる追加された機能では、Windows11でAndroidのアプリが使えるようになります。AmazonアプリストアのAndroidクライアントをインストールすると、Amazonアプリストアで提供中の10,000点以上のアプリをWindows 11上で利用できるようにり、今後使えるアプリは順次増えていくと思われます。

　Microsoft公式のWinodws11システム要件では、Intel製CPUだと2017年に発売となった第8世代Core iシリーズ以降の比較的新しいパソコンに限られてしまいます。しかし、Microsoft公式の動作要件を満たさないPCでもWindows11をインストールして使えることが、YouTube等で紹介されているのでPC本体を買い替えてWindows11を導入する前に一度試してみるのもいいと思います。

　Microsoft公式のWindows11システム要件を満たさなくてIntel製CPUを搭載しているパソコンの場合、第4世代Core iシリーズ(Celeronを除く）のCPUとSSDとメモリ4GB以上を実装していればブラウザでインターネット回覧やYouTube、Office系ソフトで負荷の少ない作業であれば多少もっさり感を感じるものの問題なく使えると思います。




Microsoft公式のWinodws11システム要件

　Winodws11システム要件を満たすプロセッサを搭載しているPCであれば、システムファームウェアやTPMの要件も見たいしている可能性が高いです。TPMとセキュアブートについてはハードウェアに機能があっても、それらの機能がOFFになっていることがあるので注意が必要です。
その場合は、UEFIの画面でTPMやセキュアブートの機能をONにする必要が出てきます。

ビデオカードを搭載しないでCPU内臓GPU（グラフィックコントローラ）が使われていることがありますが、Inte 第8世代Core iシリーズ以降であればDirectX 12に対応しているので要件を満たしたことになります。


Microsoft公式のWinodws11システム要件	プロセッサ:Intel 第8世代Core iシリーズ以降 / AMD Ryzenシリーズ以降
	メモリ：4BG以上
	ストレージ：64GB以上
	システムファームウェア：UEFI / セキュアブート
	TPM：TPM2.0
	ビデオカード DirectX 12以上(WDDM2.0に対応）




Microsoft Windows11 通常価格版

　amazonと楽天市場で格安のWindows11は見つからず、通常価格のWindows11ばかりでした。amazonでは、Windows11プロダクトキーのみに販売のオンラインコード版に加えてパッケージ版も販売されていました。
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Microsoft Windows11 DSP版

　Yahoo!ショッピングと楽天市場には、Windows 11 DSP版はパソコン内部へ組み込み可能なハードウェアとのセットで販売されているDSP版が多数出品されています。Windows11 DSP版を購入した場合は、Windows11のプロダクトキーと付属のPCパーツが一緒に送られてくるので、プロダクトキーの入手には数日かかります。

Yahoo!ショッピングと楽天市場は購入金額に応じてポイントが付付くので、その分も実質的な値引きと考えられます。付与されるポイントが多くなる日を狙うとさらにお得に購入できます。

　Windows11と一緒になっているハードウェアはSSD、M.2 SSD、メモリが多い感じがします。Windows11 DSP版に付属するPC部品には、CPUクーラやLANカードなど実用性の低い部品もあります。DSP版はPCパーツと一緒に販売するのが前提のため、安価な部品を付属させていると思います。

　amazonでWindows11 Proが約25,000円ですが、Yahoo!ショッピングでWindows11 Pro+SanDisk製USB(32GB)のDSP版は約16,000円でした。付属のUSBはインストールメディアにして使えてWindows11をインストールした後も通常のUSBとして使えるので、USBとセットのWindows11USBはお得だと思います。
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Microsoft Windows11 格安価格

　Yahoo!ショッピングでは、1,000円以下の格安Windows11が売られています。Windows11のライセンスを購入すると、メールでプロダクトキーが送られてきます。
販売されているライセンスの価格は安いですが、口コミを読む限りではインストールができるまでサポートをしてくれるショップが多いようです。価格も大切だと思いますが、クチコミの数が多く評判の良いショップを選べば間違いないと思います。

　格安Windows11のプロダクトキーを購入するときは、再インストールの可否などの付帯条件をよく確認することをお勧めします。
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格安 Microsoft Windows11インストールの注意事項

　格安 Microsoft Windows11を購入するとプロダクトキーがメールで送られてきます。Windows11をインストールする前に、容量8GB以上ある空のUSBまたはDVDディスク等を用意して自分でインストールメディアを作る(USBが便利)必要があります。Microsoft公式Windows11システム要件に当てはまるる場合は、Microsoft公式ホームページでインストールメディアを作ります。 そうでない人は、Rufusというフリーソフトでインストールメディアを作ります。インストールメディアを作るのに一時間近くかかるので、Windows11プロダクトキーを購入する前にインストールメディアを用意しておくとスムーズにインストールができます。
又、Windows11インストールの途中でプロダクトキーの有無を聞かれます。しかし、ここではプロダクトキーを入力しないでインストールが完了してから、Windows11のプロダクトキーを入力して認証をしたほうがスムーズに認証ができるようです。


まとめ
　Microsoft Windows11はMicrosoft公式のシステム要件が厳しくなっています。Microsoft公式のシステム要件を満たさないPC構成を使っているときには、高いWindows11通常版よりも失敗してもダメージの少ない格安Windows11でインストールをトライしてみるのもいいんじゃないかと思います。
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